
 
「いのち・愛・ゆめセンター」に関する市の方向性と取組について 

 

(1) 愛センターの基本的な事業や現状の課題等を踏

まえた事業を検討（以降も継続的に検討） 

  相談白書の作成及び分析とその活用 

(2) 生活支援・貧困問題について庁内調整（提言⑤） 

(3) 子ども・若者支援の観点から分館をユースプラザ

事業として利用検討（提言⑥） 

 

(1) 地域課題解決に向けた地域避難訓練事業 

（提言②③、豊川） 

(2) 第 2 次市総合保健福祉計画の中で 

いのち・愛・ゆめセンターとの連携を明記 

（提言⑤） 

(3) ７月からユースプラザ事業を実施 

（提言⑥、豊川・沢良宜・総持寺） 

 

(1) 地域課題解決に向けた外国人住民サポート事業

の実施（提言②③④⑤、沢良宜） 

地域課題解決に向けた就労支援事業の充実 

（提言②④⑤、総持寺） 

 2017年度 2018年度 2019年度（予定） 

これまでの市の取組と今後の予定 

①
設
置
目
的
・
位
置
付
け 

④人権施策の拠点 

⑤生活支援や貧困問題

への取組 

審議会答申（2017.3 ７つの提言）から検討した市の方向性 

隣保館の基本的な機能の 

充実に係る事業 

 

 

 

 

 

現状の課題等を踏まえた 

施策の方向性に基づく事業 

★第２次人権施策推進基本方針（2015.3）

及び同計画（2017.3）に基づく施策の

推進 

★部落差別解消に向けた取組 

★生活困窮者支援等の福祉施策との連携 

★こども・若者支援施策等との連携 

 

⑥分館等の機能と役割 

（子ども・若者支援） 

 

★いのち・愛・ゆめセンター条例 第 3 条

に規定する事業 

・社会調査及び研究事業 

・相談等の自立支援事業 

・地域交流事業 

・啓発及び生涯学習推進事業 

②基本的な機能と事業 ③地域住民・市民の参加と協働 ⑦今後の運営のあり方 
※丸数字は、答申の 7 つの提言 

市の方向性 

資料１ 


